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2020年度基本要求最終交渉

「知事特命事項に係る業務の検証は考えていない」やっぱり反省なし？
専門的事務職員の育成方針は早急に確立が必要！超勤前提の窓口時間は働き方改革の流れに逆行してます 

自治労県職労は１月28日に2020年基本要求の最終交渉を行いました。（主要課題は次のとおり）
交渉を終結するにあたり米倉委員長は「過重労働について、前例がない仕事や短期間での業務を強いられている現場の切実な声が多く聞かれる。問題をしっかり検証し、必要な人員は配置してほしい」「多くの所属で中核を担っている高齢層職員が退職した後、業務が立ち行かなくなり事態が懸念されていることから、専門職的な事務職員の人材育成について抜本的な対策を実施してほしい」と強く要請して交渉を締めくくりました。

交渉の主な内容
〇知事特命事項に係る過重労働について
自治労県職労

　知事特命事項に係る全ての業務実態を検証し、過重労働が認められる場合は、人員や業務の見直し・廃止を行うとともに、今後は当初から必要な人員を配置すること。実態に応じて新年度から人員増を行うこと。
検証結果及び人員増等の対応状況を労使協議で確認するよう求める。
当局回答

　知事特命事項に限定した検証を行う考えはないが、条例に定めた上限を超える時間外所属についてトータルで傾向を分析し、業務改善を行った上でなお必要な場合の人員配置は行う。
　　議論の場は大事であり、気づきの機会となるので、労使協議の場については、やり方も含めて検討したい。
今後の課題　

　　知事特命事項関係職場を含め、労働実態の検証とそれに基づく改善を求めるとともに、できる限り早期に労使で確認する場を求める。
〇健康医療局対応
自治労県職労

　今後このような手法は改めること。今年度内は過重労働が発生しないよう、より一層の把握を行うこと。また、新年度は必要な人員配置を行うこと。
当局回答

　今年度中はプロジェクトチームに選ばれた職員の本来業務に支障が生じるようであれば、メンバーの交代や非常勤職員の配置などで対応する。
　来年度は適正な人員を人事課に要求している。
今後の課題
　原則として年度途中に他課から引き抜くような業務は行わないよう求める。どうしてもやむを得ない場合は、組合との協議を求める。
〇来年度の人員配置について
当局回答
増要素は、児童相談所の体制強化、災害復旧業務、スポーツセンターの移管など。

また減要素は、ラグビーワールドカップの終了、茅ケ崎保健所及び産業技術総合研究所からの派遣の引上げなど。
〇指定管理問題について
自治労県職労
①　指定管理者制度について、会見での津久井やまゆり園問題の知事の発言からすれば、モニタリング等の現行の体制で把握できない問題があったということではないか。
津久井やまゆり園問題は、指定管理者に問題があるのか、指定管理制度自体に問題があるのか、両方に問題があるのかを公平に検証する必要がある。
②　さがみ緑風園の指定管理導入について　常勤だけでなく、臨時的任用職員、非常勤等職員の雇用を確保すべきだ。
当局回答　
①　指定管理制度は、県民サービスの向上と経費節減が目的。平成28年度に運用指針を見直した。指定管理者のモニタリングも強化し、外部評価委員からも助言を受けている。今後も必要な見直しを行っていく。また、津久井やまゆり園の問題は外部委員を含む検証委員会で検証中である。

②　さがみ緑風園の指定管理導入に伴う職員の処遇については令和3年度以降調整を行うが、不安の生じないよう丁寧な説明に努める。
今後の課題　

　　津久井やまゆり園に関する知事の一連の発言を考えると、現行のモニタリング等で把握できない問題があったことになり、指定管理制度自体に問題があるのか改めて検証すべきである。

　　さがみ緑風園の職員の処遇については、引き続き雇用の確保を求める。

〇執務環境の整備について
自治労県職労
①　モバイルＰＣについて、出張等でパソコンを使用する必要のない業務については、デスクトップパソコン等、使いやすいパソコンに変更すべきだ。
当面は最低限、業務上必要に応じてキーボードやテンキーを配布すべきだ。
②　RPAの導入について　RPAの導入にあたって、その効果に疑問の声もある。導入時に人員を削減せず、実務の検証を。
③　新分庁舎の執務スペースについて　建築の専門家が図面を見たところ、執務環境の狭さ、特に身体障害者が働けるスペースが確保されていないのではないかとの指摘がある。当局は「十分スペースはある」というが、仮に移転後支障があることが判明した場合は、適切な対応を行うということでよいか。
当局回答

①　モバイルPCは働き方改革で推進を確認している。移動して使用することが前提。ICT部内で検証して導入。ディスプレイも各グループに1～2台配備しており、来年度も追加の配備を予定している。
②　ＲＰＡ導入で人員削減は考えていない。
③　新分庁舎のスペースは十分あると聞いているが、支障があった場合には速やかに対応する。
〇専門的な事務職員の人材育成
自治労県職労

　　専門的な知識や経験が必要とされる専門職的な事務職員の人材育成方針を検討すること。

当局回答
　　2020年度に向けてキャリア選択の枠組みを見直し、職員の専門性をより重視したものとする。
　　またキャリア開発支援センターで、職務分野別の研修カリキュラムを設けている。
今後の課題
　　業務に精通した高齢層職員が退職した後、業務が立ち行かなくなるケースが今後多発することが想定されることから、人材育成方針を早急に確立する必要がある。
〇窓口時間の設定について
自治労県職労

　多くの県民対応の窓口職場は、勤務時間＝窓口時間となっており、毎日「準備」「後処理」が時間外勤務となっている。
時間外勤務を前提とした窓口時間の設定は「働き方改革」に反している。例えば「9時～17時まで」など職場・職域に応じた窓口時間の設定が必要だ。
当局は、「各局、各職場で判断」というが、「県民サービスの後退と言われかねない。」という管理職もおり、所属任せでは進まない。全庁的に当局が音頭をとって進めるべきだ。
当局回答

　　窓口時間の導入は必要に応じ各局で議論することが前提となるが、要求の趣旨は理解できるのでどのような対策がとれるか話し合いたい。
〇障害者雇用について
自治労県職労

　神奈川県においても、知的障害者、精神障害者の雇用が始まったが、単に雇用するだけではなく、働き続けられる環境の整備が不可欠。既に採用された職員が退職したり、職場でトラブルが発生しているケースもある。
①　採用時のフォロー　医師だけではなく、支援者等の業務の専門家も加えるべきだ。
②　職員研修の実施　知的・精神障害者の雇用を始めたのだから、現行の職場人権研修を活用するなど、全職員に対する研修を行うべき。
③　日常的な支援　本人の希望等でジョブコーチを配置することを明確にすること。
④　相談体制の確立　本人及び職場からの相談窓口を設置すること。
当局回答
①　採用面接における支援者等の関与については、入庁前の面談において本人、人事課、精神科医のほか、面談の通知に支援者の同席もできることをお知らせしている。
②　障害についての研修を選択研修として年5回開催しており、新採用職員研修及び新任管理職研修で必修としている。また一般職員向けには、厚生労働省が作成したe-ラーニング用のテキストを全庁掲示板に掲載している。
　　職場人権研修は現在所属ごとに設定しており、活用するには調整が必要。「障がい者活躍推進計画」の実施を機に様々な検討を行いたい。
③　ジョブコーチは画一的な対応ではなく、必要に応じて対応する。
④　相談窓口については、人事課人事グループで対応しており、必要に応じて精神科医も同席している。
〇福利厚生について
自治労県職労
　現在建設中の新分庁舎内に設置する予定の飲食店については、職員の福利厚生に寄与するものとすること。
当局回答

　職員も利用しやすいものにできないか検討中している。


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































